
















































































































なっている。この尺度は， ~ネガティブな影響源J ~労働の対価.1 ~獲得困難























渡辺 (2014)は， rお金に対する信念尺度Jの妥当性を検討するため， rお
金に対する態度尺度J(原岡， 1990)， r職業動機尺度J(安達， 1998)および
rREC尺度J(佐々 木， 1984)との関連を検討している。その結果， rお金に
対する信念尺度J(渡辺， 2014)の『ポジティブな影響源』と『重要性」が，
「お金に対する態度尺度J(原岡， 1990)の「社会的価値」との聞に有意な正
の相関関係が見られている。また， rお金に対する信念尺度J(渡辺， 2014) 























その他に， rお金に対する信念尺度J(渡辺， 2014)と， r就業動機尺度」
(安達， 1998)の相関関係も検討されており，前者の「労働の対価』が後者
の『探索志向J~対人志向J ~挑戦志向』との聞に，有意な正の相聞が示され
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